


②救急救命士の養成について

習志野市では高齢化が進み、昨年の65歳以上の人口は2万4879人 です。7年後
には3万 5013人 と8756人 増加すると推計されています。更に、昨年度の年齢別
搬送状況は65歳以上の方が42%を 占めています。高齢者が増えるこの先、一刻を
争う出動要請が増えると見込まれます。高度な応急処置ができる救急救命士が搭乗
する事により、救急隊員に比べて蘇生率が1.5倍 違うという資料があります。そこで、
習志野市における救急救命士の養成について伺いました。

Q.人 口同規模の他市と比較して救急救命士の養成状況はどうなつているのですか。

A.浦 安、鎌ヶ谷、八千代市などとほぼ同程度です。現在、市内5つの消防署に対し
て15人の救急救命士が勤務していまづ。

Q.こ れからの養成計画と資格所得までに掛かる期間と経費はどのくらいですか。

A.平 成21年度までに5人を養成し20人とする予定です。養成期間については、6ヶ月
の研修と国家試験に合格した後、病院実習等を行ないます。病院実習を修了する
までに掛かる費用は約325万 円程度となつています。

職員採用時に専門学校などを卒業し、国家資格を持った人を採用
する事により予算・研修期間の削減ができ、計画よりも多い救命士が
配置できると思うので是J卜、検討していただきたいと要望しました。

③要災害援護者の救済について

習志野市では、この先∞年の間に震度弱弓の地震が起こ彿 率は10.6%、震度弱弓の

地震に至っては65.5%と の調査結果が出ています。近年、日本で起きた大地震・豪雨
では、被害の多くが高齢者に集中しています。高齢者、障がい者の方の人口が増えて
いる現状で、緊急時の要災害援護者への支援が地域の重要な課題になつています。
災害時に自力で避難する事が困難な在宅要災害援護者の救済体制について質問
しました。

Q.災 害援護者に該当する方の人数は把握しているのですか。

A.在 宅のひとり暮らしの高齢者や寝たきり等の要援護高齢者・障がい者の状況に
ついては、サービスを提供している方々のみ名簿を管理しています。今後、家族構成
を考慮し、障害者団体との協議で把握する必要があると考えています。

Q.地 域では、要援護者の救済・情報収集のために何か取り組はしているのですか。

A.民 生。児童委員により、75歳以上の1人暮らし世帯や高齢者世帯の生活実態調査を
実施し、その調査が災害援護者の情報源になると考えます。

現在、個人情報保護の関係でボランティア組織へ、情報が提供できない
との事です。災害援護者登録制度を創設して、情報の共有化できる体制に
務めていただけるよう要望しました。

④京成線の踏切の解消について

以前、大久保駅周辺の踏切で救急車が横断できないという状況を目撃し、
「開かずの踏切」が大きな障害となる事を強く感じました。そこで、現状の把握や

対策について伺いました。

Q.1分 1秒が命に係わる大切な救急救命に対して「開かずの踏切」は、大きな障害に

なると思われますが市長の見解はいかが質問しました。

A.市 内を南北に移動する際には、ほとんど京成線踏切を通行せざるを得ない実態に

あり、人命に係わる救急自動車の迅速な走行の障害になつており、本市の交通政策上

の大きな課題を投げかけています。広範囲に渡つての交差を解消するには、鉄道の

立体化事業が最も有効と考えます。本市と致しましては、現在進めている都市計画

道路の整備等の実現に全力を傾注してまいる所存でございます。併せて、道路と

鉄道の交差方式等について、関係機関などと調査・研究を進めて参りたいと

考えています。

Q.都 市計画道路の完成を待たずに、地元の習志野市から県にアプローチをかけて

踏切の解消に取り組む姿勢が必要ではないかと思います。実現するにあたり、

国・自治体口鉄道事業者の役割分担や事業費の負担割合について伺います。

A.鉄 道事業費については10%前 後を鉄道事業者が受益相当分として負担し、

これを除く都市側負担は、国庫補助金のうち都道府県が3分の2、地元市が3分の1の

財源でまかなわれる事になります。

未来を見据えたまちづくりとして高機能消防指令センター整備事業費3億8000万 円

と同規模の一般財源を基金として積み立てることにより、早期計画の実現に

つながると思うがどのようにお考えでしょうか。

基金として積み立てておくことも一案として考える事はできます。しかし、取り組ま

なければならない事業が沢山ある習志野市で事業実施が未定の将来の事業の為

に積み立てるより、現在の課題解消に振り向けざるを得ないのが現状です。

高架化に替わる暫定的な代替案として車両のスピードを判断して遮断時間を短縮する
「賢い踏切」は導入できないのか。

「賢い踏切」は習志野市の全ての踏切に導入済みであると確認しています。

県の調査によると市内の数々の踏切が、
ボトルネック踏切に上げられていることを
指摘しました。早期実現を目指して県に

アクションを起こす事と、代替案として、
踏切の周辺道路の整備を行なう事で今の

問題が少しでも解決されるのではないかと

提案を致しました。
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